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九州から世界へ！！
イノベーションの架け橋をつなぐ！！



　近年の経済社会は、あらゆるものがインターネットに繋がり、情報がやり取りされ、デジタル化
とグローバル化が進行してあらゆる場面でイノベーションが進み、驚異的なスピードで進化し
ています。
　また、ネットで世界とつながることにより、データを蓄積し、解析して、次の製品・サービスを生
むような分野に移行しており、従来のモノ中心の社会から「モノ」と「サイバー世界」が融合し
て、新たなサイバー・フィジカルの社会へ進展しているのです。
　このような中で、シェアリングビジネス、データエコノミー、サービタイゼーションなどの新たな
事業が生まれるなど、ビジネスの分野も劇的に変化しています。過去の成功体験が通じにくく
なっている今日、自社の経営資源と外部の知見や技術と融合させるオープンイノベーションで
世界の市場を獲得する時代に突入しています。

　このような大きな構造変革を背景に、一般財団法人九州オープンイノベーションセンター
は、2020年（令和2年）4月に九州産業技術センターと九州地域産業活性化センターが組織
統合して、新たな組織として発足しました。
　当センターは、課題解決先導地域としての九州を実現すべく、オープンイノベーション手法
により、課題を解決する具体的な製品・サービス・システム・ビジネスモデル等の新事業を生み
出し、それを九州以外にも発信することを目標として、地域の皆様からの信頼や期待に応える
ことができる広域的な産業支援機関として役割を果たしていきます。

　会員や中小企業の皆様と共同で、これまでの壁を越えて、世界の新しい動きを取り入れて、
世界の中で飛躍する中小企業の支援を通じ、令和新時代の九州の新しい成長に貢献して
いきます。
　このために会員企業の皆様をはじめ、国の機関、自治体、産業支援機関、経済団体、研究
機関等の更なるご指導、ご鞭撻が不可欠であると存じます。
　つきましては、今後とも皆様の一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

世界の英知と結びオープンイノベーションで
課題を解決し、九州の成長に貢献します。

ごあいさつ



概 要

沿 革

組織図

1983年 9月 九州地域技術振興会議「テクノアイランド九州をめざして」による
  九州産業技術センター設立の提言
1984年 12月 設立発起人総会の開催、事務局の開設
1985年 6月 財団法人九州産業技術センター設立
  （（財）九州工業技術協会と（社）九州産業技術連盟を合併）

1985年 12月 試験研究法人の許可
1987年12月 財団法人九州地域産業活性化センター設立
2012年 4月 財団法人から一般財団法人へ移行
  （九州産業技術センター、九州地域産業活性化センター）

2015年 3月 試験分析事業部廃止
2019年 4月 九州オープンイノベーションセンター構想研究会報告
2020年 4月 一般財団法人九州オープンイノベーションセンター設立
  （（一財）九州地域産業活性化センターと合併）

名　　　称 一般財団法人　九州オープンイノベーションセンター
 (Kyushu Open Innovation Center : KOIC)

目　　　的 当財団は九州地域において、オープンイノベーション等による産業技術の振興及び
新事業の創出に関する諸事業を総合的かつ効率的に推進することにより、九州地
域の活性化を図り、もって我が国経済の健全な発展に寄与することを目的とします。

設立年月日 1985年６月14日 財団法人九州産業技術センター設立
 2012年４月１日 一般財団法人九州産業技術センターへ移行
 2020年４月１日 一般財団法人九州オープンイノベーションセンター設立
  （（一財）九州地域産業活性化センターと合併）

所　在　地  〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-13-24
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Mission
オープンイノベーションによる社会課題の解決と新市場等を創出する先導地域九州を実現し、
社会イノベーションと産業イノベーションを興す

　少子高齢化、人口流出などの社会課題が九州地域では全国に比して顕在化しています。
　このような社会課題の解決は、産業側からそれを解決する新製品やビジネスモデル等を提供し産業イノベーショ
ンを社会に広く波及することで、社会課題を解決する社会イノベーションを同時に達成し、この二つのイノベーショ
ンを世界に拡大していくことが九州の新しい成長の一つの方向性であると考えます。
　KOICは、オープンイノベーションの導入や実践を支援するプラットフォームとして、オープンイノベーション手法を
活用し、新製品・サービスやビジネスモデルの開発、それらを利用した新事業の創出を目的として、「世界のイノ
ベーション地域との交流する場」、「ニーズ・シーズを探索し、事業化する場」、「異業種が交流し、新事業を創出す
る場」、「大学のシーズを起業化する場」、「市場と価値を創る人材を育成する場」、「九州の戦略産業を振興する
場」など６つのオープンイノベーションの場（機能）と動かす事業や仕組みにより、九州の新事業の創出をコーディ
ネートして、イノベーションを進めます。

社会課題

KOIC
オープンイノベーション・プラットフォームの役割

世界の
イノベーションと
交流する場

ニーズ・シーズ
を探索し、事業化

する場

異業種が交流し、
新事業を
創出する場

大学のシーズを
起業化する場

市場と価値を
創る人材を
育成する場

九州の
戦略産業を
振興する場

目 的 : 社会課題の解決（社会イノベーション）と
 新市場などを創出（産業イノベーション）する
 課題解決先導地域九州の実現

目 標 : オープンイノベーションによる新製品・
 サービス、ビジネスモデル、新事業創出

機 能 : オープンイノベーションの「場」の提供と
 新事業創出等のコーディネート

産業の課題

人 口 ● 人手不足、少子高齢化、若者流出
健 康 ● 健康寿命延伸、生活習慣病予防
環 境 ● 循環経済、SDGs、資源有効利用
地 域 ● コミュニティー維持、若者のリターン
活 力 ● 女性活躍、シニアの活用
基 盤  ● エネルギー・資源・食料確保
生 活  ● 医療・介護、年金、結婚、子育て

● 生産性向上と付加価値の向上
● イノベーションにより付加価値を高め、単価を上げな
がら需要を創出し、高賃金との好循環を生み出す

● そのため、イノベーションを支える技術、それを普及
するビジネスモデルなどの社会システムを構築

● 他に例を見ないイノベーションの創出と社会実装を
試行し、画期的な価値を創出

課題の解決

新市場の創出

九州オープンイノベーションセンターの使命



Coordinate
　九州の成長を支える九州オープンイノベーションセンターは、既存の技術や市場や組織の殻を破り、新しいこと
に積極的に挑戦する中小企業を内外の最新情報の提供からマッチング・技術開発・人材育成・コーディネートま
で一貫して支援します。

段
階

事
　
業

※1 クリーン、医療・ヘルスケア・コスメティック、農林水産業・食品、観光
※2 九州・沖縄地方産業競争力協議会が策定した「九州・沖縄地域の成長産業戦略」

オープンイノベーション・コーディネート

世界の情報への
アクセス、ビジネスの
アイディア等の発想

試作、技術・
システム開発
販路開拓

事業化・市場化

①世界のイノベーション交流事業
● 米国・ドイツ・イスラエル・台湾・シン
ガポール

②社会課題解決型ビジネスを構想
するソーシャルイノベーション実
践交流会

 ● 異業種交流によるソーシャルビジネ
スの創出と新たなソーシャルイノ
ベーションの興隆

③若手研究者海外研究交流支援
事業

 ● 国外留学などにおける渡航費等の
支援

①オープンイノベーション情報
のマッチングプロジェクト

 ● 企業等のニーズ・シーズの
データ化とマッチング

②九州デジタル経営塾
 ● 経営層のDXに関する理解
 促進

③九州ネクストリーダー塾
 ● 次世代層のデジタル人材育成

④産学連携型技術開発
 ● 成長型中小企業等研究開発
支援事業等を利用した技術
開発

①コーディネート・事業化
 ● コーディネータによるシーズ等の
発掘と成功するまで継続的な
支援

②大学発ベンチャー創出支援
 ● 産業界と連携した大学の研究
 成果の起業化

③戦略産業の事業化※1

 ● 九州Earth戦略Ⅱ※2に基づく九
州全体の産業振興



Project

グローバル・オープンイノベーション
を進める米国シリコンバレー、イスラ
エル、台湾、ドイツ、シンガポール等
の世界のオープンイノベーション拠
点との交流を進め、ビジネスの発想
や仕組み等に直接アクセスできるよ
うな継続的な交流を推進します。

グローバル・オープンイノベーション
を進める米国シリコンバレー、イスラ
エル、台湾、ドイツ、シンガポール等
の世界のオープンイノベーション拠
点との交流を進め、ビジネスの発想
や仕組み等に直接アクセスできるよ
うな継続的な交流を推進します。 企業経営のデジタルトランスフォー

メーション（DX）に取組む経営層を対
象とした、データ活用をはじめ、デジタ
ル技術やデジタル基盤を活用した事
業の変革・組織の変革・発想の変
革・価値の変革（顧客価値と自社の
価値）に対する経営層の理解の促進
及びネットワークの構築を目指します。

九州デジタル経営塾

我が国が直面する経済社会や属す
る組織等の課題を認識し、グローバ
ルな視点でのデジタルの価値を理解
した上で、コミュニケーションにより属
する組織を活性化させ、関係者との
ネットワークを形成しながら、現状を変
革（トランスフォーメーション）するネク
ストリーダーの育成を目指します。

九州ネクストリーダー塾

世界の
イノベーション交流事業

オープンイノベーション・プロジェクト

Kyushu Open Innovation Center

様々な社会課題を、事業を通して解
決するために、異業種の交流を通し
てオープンイノベーションの手法を実
戦的に導入し、ソーシャルビジネスを
創出して、新たなソーシャルイノベー
ションを興します。

社会課題解決型
ビジネスを構想する

ソーシャルイノベーション
実践交流会
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Development & 
      Commercialization

● 九州イノベーション創出戦略会議※3と連携して、企業や大学・高専・公設試等のシーズをデータ化し、ニーズとの
マッチングを支援し、また、施策情報やコーディネータの情報を提供します。

コーディネータが中小企業を訪問し、ニーズ等を発掘し、事業化に向けたブラッシュアップ、技術開発事業への申請と
実施、他の企業等とのマッチングや業務提携等を経て、事業化まで一貫して支援します。

※3 九州の大学、高専、産業技術総合研究所九州センター、中小企業基盤整備機構九州本部など、産業支援機関、公的試験
研究機関、経済団体等の６２機関で構成（略称：KICC）。

シーズDB

KOICのコーディネート事業概略図

成功報酬型コーディネータ
KOIC と企業との成功報酬型契約に基づき、継続的支援を通じ一定の成功まで導く

産学連携型技術開発

大学発ベンチャー創出支援

ニーズ
シーズ

発掘

ブラッシュアップ
研究会

（専門家で構成）

申請 実施

マッチング
連携

Go-Tech等

事業化

業務提携等

継続支援 継続支援

技術開発事業

企業・大学

機器・ラボDB 施策情報
九州のコーディ
ネータ情報

企業
大学

産業支援機関等
マッチング

域
内
企
業

● 「九州・大学発ベンチャー振興会議」の事務局として大学発ベンチャー創出のため、大学の研究成果と事業化の間に
あるギャップ（空白・切れ目）を埋め、起業化を進めるための試作品開発・市場調査・追加的研究等を行う資金につい
て、企業・金融機関からの寄附金拠出を支援します。

● 大学の研究成果と企業の解決すべき課題とのマッチングを行い、共同研究等を通じて事業化を促します。

● 中小企業者が川下企業や大学等と連携して、新製品の試作品を開発・販路拡大を経て、事業化を目指す事業を発
掘し、技術開発補助事業等※の申請と事業管理を支援します。（※ 成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）等）

オープンイノベーション情報のマッチングプロジェクト

KOIC・KICC

コーディネート・事業化

オープンイノベーション・技術開発・事業化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

参加

Kyushu Open Innovation Center



〒812-0013
福岡市博多区博多駅東2丁目13番24号 ［（一財）九州オープンイノベーションセンター内］
TEL 092-411-7450　FAX 092-472-6609 
URL https://hamiq.koic.or.jp　E-mail hamiq.info@koic.or.jp

◎ 会 費※

　 1口10万円(1口以上）
　 ※会費期間は4月～翌3月までの１年間です。

〒812-0013  福岡市博多区博多駅東2丁目13番24号

総 務 部
技術振興部
イノベーション推進部

TEL 092-411-7391 (代） FAX 092-472-6609
TEL 092-411-7394 FAX 092-472-6688 
TEL 092-411-7354 FAX 092-472-6609
URL https://www.koic.or.jp/  E-mail info@koic.or.jp

賛助会員制度のご案内

九州環境エネルギー産業推進機構 (K-RIP)
Kyushu Renewable Energy and Environmental Industry Promotion Association

The organization to promote the Health-Care And Medical device Industry in K(Q)yushu

〒812-0008
福岡市博多区東光2丁目7番25号 ［㈱正興電機製作所 本社ビル内］
TEL 092-474-0042　FAX 092-985-0055
URL https://k-rip.gr.jp　E-mail info@k-rip.gr.jp

九州ヘルスケア産業推進協議会 (HAMIQ)

当財団は、九州地域の産業技術振興事業等を円滑に推進するために、賛助会員制度を設けています。
活動趣旨にご賛同の方は、是非賛助会員にご入会いただきますようお願い申し上げます。

◎ 入会手続き

https://www.koic.or.jp/outline/application/

下記のホームページから「入会申込書」をダウンロードいただ＜か、
または、センター事務局(092)411-7391にご連絡くだされば「入会
申込書」をお送りいたします。
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